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情報・知見共有プラットフォーム



2

自治体や企業、大学やスタートアップ、その他団体など、SCI-Japan会員限定のWebサービスを開始
全国の自治体情報や補助金情報、企業のソリューション、レポートなどを集約して掲載し、スマートシティ・まちづくりの
施策を推進するうえで必要なナレッジを共有

「投稿機能」、「マッチング・相談機能」を搭載し、会員相互のネットワーキングやマッチングを強力に支援

自治体
（賛助会員）

大手企業
（正会員）

スタートアップ
（準会員）

関連団体
（賛助会員）

大学・教育機関
（賛助会員）

スマートシティ・まちづくり、DX、脱炭素等
に関する施策の知恵や知見を集約

施策実施・検証スピードを高め、市民に価値のあるサービスを提供

ナレッジシップについて

情報・知見共有プラットフォーム「ナレッジシップ」（2024年4月試行開始）
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ナレッジシップの３つの機能
～安心した環境（LGWAN対応）で情報の閲覧やダウンロード、会員同士のコミュニティ形成、会員同士のマッチング等が可能

会員相互ネットワーキング・マッチングの支援

情報提供機能

会員企業のソリューション情報を提供
省庁、都道府県の補助金情報を提供
他、取り組み事例や自治体の予算情報を提供

投稿機能

会員が相談・依頼したいことや、募集等を投稿で
き、他の会員が回答できる

自治体職員によるサウンディング・意見交換や、企
業による実証地域の募集等を想定

マッチング機能

ソリューション情報には担当者を表示
企業と自治体との効率的なマッチングやネット
ワーキングが可能（SCI-Japanが仲介）

投稿詳細

投稿一覧ソリューション情報

補助金情報
コンタクト希望の送信

担当者
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ナレッジシップの特⾧

情報提供機能 投稿機能マッチング機能

事業成⾧に繋がるノウハウ・情報の獲得

ソリューション 補助金 ノウハウ

ナレッジシップ

一つのサイトに必要な情報が集約

自治体との接点の強化
約90社の正会員企業

ソリューション
紹介

興味あり！
(通知機能)

特⾧② オンラインでのマッチング特⾧① 情報のワンストップサービス

ナレッジシップ

地域へのDX・GX等の新しい取り組みを進める企業に対する情報提供と、自治体とのマッチング機会の創出を支援

約300団体の会員自治体

取り組みを進めたい自治体が
事業者・パートナーを効率的に探索
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ナレッジシップが提供する自治体への価値

情報提供機能投稿機能
会員が相談・依頼したいことや、募集等を
投稿でき、他の会員が回答できる

自治体職員によるサウンディング・意見交
換や、企業による実証地域の募集等を想
定

マッチング機能

ソリューション情報には担当者を表示
企業と自治体との効率的なマッチングや
ネットワーキングが可能（SCI-Japanが仲
介）

 投稿機能を活用し、企業からサウ
ンディングや提案募集を実施できる

 御自治体のみでの検討や、ご自身
が所属される部門のみでの検討で
なくなり、新しい視点・発想を得る
ことができる

 施策を実現させるソリューションの
情報や、マネタイズの観点で補助
金の情報を得ることができる

 ソリューションについては、企業担当
者と円滑に繋がれる

 先に取り組んでいる他地域が、どの
ような課題と向き合い、どのように
解決していったか(解決していこうと
しているか)、そのノウハウや知恵を
学ぶことができる

補助金情報
ソリューション情報

取り組み事例情報
レポート

【企画段階】
施策のアイデアを膨らませる

【公募前段階】
施策のアイデアを具体化する

【取組開始段階】
ノウハウや知見を学ぶ

ナレッジシップが提供する３つの価値
～新しいアイデア・視点の獲得から、その具体化、取り組みにあたってのノウハウや知見の共有に貢献


